
請願第86号 

 

「地域の子どもの居場所」を増やすための支援活動の推進に関する請願 

 

 

 

１ 趣  旨 

 心や環境面に深刻な問題を抱えている子どもたちの中には、周囲の大人に相談でき

ず、孤立感を強めている子が少なくない。子どもたちの状況を理解し、温かく寄り添う

大人の存在は、学校や家庭だけでなく地域にも求められている。 

現在、子どもたちが抱える問題を早期発見できる場として「地域の子どもの居場所」

が注目されている。福井県内で運営されている「居場所」には、主に「学習支援の場」

と「子ども食堂」があるが、2018 年度は 70 箇所、2019 年度は 88 箇所、2020 年度は

101 箇所で、その数は年々増え続けている。 

先日訪問した越前市の子ども食堂では、学習支援も行っており、地域のボランティア

の支援のもと、どの子ものびのびと楽しそうに過ごしていた。そこでは、活動中の子ど

もたちの様子をさりげなく見守り、相談にのったり、必要があれば様々な機関等につな

げたりしているそうである。 

「見守り」や「気づき」を目的とした地域の居場所が増えることで、より多くの悩み

を抱えた子どもたちの存在に気づき、手を差し伸べることができる。そのような「地域

の子どもの居場所」を増やすためには、居場所の立ち上げや運営に係わる助成制度・研

修の充実、ボランティアを増やすための普及活動等の支援活動を進める必要がある。 

 そこで、下記のとおりに請願する。 

 

 

 

記 

 

子どもたちを見守り、必要な支援へつなげることができる「地域の子どもの居場所」

を増やすための支援活動を推進すること。 
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